
 

 

資料提供（教育庁） 

令和６年７月８日 

県立勝田中等教育学校 
文部科学省の WWL（ワールド・ワイド・ラーニング） 
コンソーシアム構築支援事業の拠点校に採択されました 

 標記のとおり、本校を拠点校として、茨城県は初めて WWL 事業に採択されましたので、ぜひ御取材く

ださい。 
 

１ 採択の概要 

WWL コンソーシアム構築支援事業は、これまでの SGH（スーパーグローバルハイスクール）事業など 

の実績を活用して、2019 年度よりスタートした取り組みです。本事業を通して、県内の県立中高一貫 

校や国内外の大学、企業、国際機関などと学びのコンソーシアムの形成と、グローバルな課題解決に 

向けた高度な学びを提供する仕組みを開発し、グローバル人材育成の充実を図ります。茨城県全体で 

「ダイバーシティの推進を牽引することができる知識・経験・リーダーシップを有する人材」の育成 

を目指します。 

 

 採択期間 ３年間 令和６年７月１日（月）～令和９年３月 31 日（水） 

 採択機関 茨城県教育委員会 

 拠点校  県立勝田中等教育学校 

 連携校 （県立高等学校）日立第一、太田第一、水戸第一、鉾田第一、鹿島、竜ヶ崎第一、 

土浦第一、下館第一、下妻第一、水海道第一 

（県立中等教育学校）並木、古河 

２ 取組内容 

（１）留学生のインバウンド・アウトバウンド 

   ・拠点校・連携校の生徒を対象に「WWL 茨城県アメリカ公立校交換留学プログラム」を設置。 

令和７年度から留学生徒をアメリカに派遣する。 

   ・拠点校・連携校でアメリカ・ヨーロッパからの留学生を受け入れる。 

令和７年１月から受け入れを開始する。 

（２）茨城大学の講義の先取り履修 

   ・拠点校・連携校の生徒が、ダイバーシティや多文化共生に関する茨城大学の授業を先取り 

履修できるように、茨城大学と茨城県教育委員会が高大連携の協定を結ぶ。 

（３）茨城県高校生フォーラムの開催 

   ・拠点校と連携校の生徒が集まり、地域のダイバーシティの取り組みや社会課題について英語 

でプレゼンテーションや、海外留学生とディスカッションを行う高校生会議を開催する。 

令和６年度は 12 月 19 日（木）13:30～に、ひたちなか市文化会館で開催予定。 

（４）海外大学体験研修（マレーシア・シンガポール） 

   ・拠点校と連携校における海外大学進学を目指す生徒を対象に、アジアの準英語圏の大学で 

体験研修を行う。令和８年３月（２週間程度）に実施予定 

 

３ その他 御取材いただける場合は、事前に御連絡ください。 

 

 

【本資料についてのお問い合わせ先】 

茨城県 WWL 事務局（拠点校） 県立勝田中等教育学校（ひたちなか市足崎 1458）                              

教頭 潮田巧巳、担当 石井なな（国際交流コーディネーター） 

TEL 029-273-7411 


